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委員長　　　　 開会宣言
議案第２９号

都市計画課長　議案第２９号　長久手市地区計画等の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例について説明
浅井委員　　　前熊一ノ井地区計画の区域内における環境への配慮はされているとは思うが、今回、用途区域を設定した主旨は何か。
都市計画課長　長久手市都市計画マスタープランでは、市東部地域について都市的な土地利用を展開する地域を除き、自然環境保全の方針が謳われている。また、前熊一ノ井から三ケ峯地域における住宅誘導ゾーンの外側では開発を抑制するなど、メリハリをつけた都市の実現を目指している。
浅井委員　　　建物の容積率や高さの制限などは、どのような根拠か。
都市計画課長　Ａ地区は市街化区域内における第一種低層住居専用地域、Ｂ地区は第

一種中高層住居専用地域の基準を準用している。
浅井委員　　　どのように市街化編入するのか。
都市計画課長　２０ヘクタールを超える開発を行う場合については、市街化編入が前

提となる。当地区の開発はそれぞれが２０ヘクタール未満であるが、開

発が進み、街として一団で２０ヘクタールを超えるような場合は、市街

化編入を検討する必要がある。
丹羽委員　　　現在売り出している三ケ峯地区と同じ制限ということか。
都市計画課長　お見込みのとおり。
さとう委員　　当該地区計画区域内における人口増はどの程度を見込んでいるか。
都市計画課長　３５０戸で１，０００人程度である。

さとう委員　　緑地の面積は十分と考えるか。

都市計画課長　都市計画面積に対し２６％が緑地である。環境保全については、開発

業者にも伝えている。
質疑及び意見を終了
討論

反対討論　なし
賛成討論　
浅井委員　　　市街化編入を目指した施策を行い、できるだけ緑地を残す形で開発を

行うよう申し添え賛成とする。

反対討論　なし
賛成討論　なし

議案第２９号　長久手市地区計画等の区域内における建築物の制限に

関する条例の一部を改正する条例については、全員が賛成。

議案第２９号は、原案のとおり可決
議案第９号

区画整理課長　議案第９号　平成２６年度長久手市公園西駅周辺土地区画整理事業特別会計予算について説明
さとう委員　　起債する１１億８,１００万円は、何年償還を予定しているか。
建設部次長　　区画整理事業期間内での償還を予定している。具体的に何年というのは決まっていない。
さとう委員　　今後、起債の予定はあるか。

副市長　　　　当該区画整理事業は保留地を２万３,６００平米と計画しており、その販売によって市債の償還を行っていく。ただし、隠れた瑕疵があり追加で費用が発生する場合には、起債をする可能性はある。
浅井委員　　　調整池設計委託について、予定地はどこか。また、調整池のみ設計委託を行うのはなぜか。

区画整理課長　調整池については区画整理事業計画上２カ所予定しているため、図面の作成等、工事発注のための設計を行うものである。
浅井委員　　　橋梁設計委託について、どこに橋を架ける予定か。
区画整理課長　都市計画道路南通線の香流川に架かる橋の工事設計である。

浅井委員　　　景観に配慮した橋となるか。
区画整理課長　配慮したい。
丹羽委員　　　地質調査業務委託について、以前当該地区で土取りした場所があったが、その場所の地質調査は完了しているか。
区画整理課長　　現状では調査していない。平成２６年度の工事予算の中で対応したい。
浅井委員　　　補償調査業務委託について、補償に関しどのような問題点があるか。また移転を要する場合は、同地区内での移転になるか。

区画整理課長　区画整理地区内の方々と、個別に話を進めているところである。なお、
従前に所有していた土地については、同地区内に再配置する。併せて、営業補償なども行っていく。
浅井委員　　　実際に営業を行っている店舗等はあるか。
区画整理課長　農業の方が多い。組合施行の区画整理事業では農業に対して補償を行った事例がないため、補償方法について検討する必要がある。
さとう委員　　平成２７年度以降も一般会計からの繰り入れは行われるのか。
建設部次長　　保留地処分金が入るまでは、財源として一般会計に依存することとなる。
浅井委員　　　地区内の住民の合意は得られているか。
区画整理課長　地区内に居宅が１１軒あるが、個別で対応している。
伊藤委員　　　包括支援業務委託について、職員数が６人から４人になるため、職員減を包括支援業務で補填することになると思うが、事業費の増加につながらないか。
区画整理課長　平成２６年度の予算計上としては、市の職員が平成２５年度並みの課長以下職員５人、包括支援業務委託先の職員については３人増員の９人体制となる。
質疑及び意見を終了
討論

反対討論　
浅井委員　　　市施行の区画整理事業であるので、期間が長引けばその分事業費が膨

らむリスクを抱えている。また当該事業により景観を阻害する可能性が

あるため反対とする。
賛成討論　なし
反対討論　なし

議案第９号　平成２６年度長久手市公園西駅周辺土地区画整理事業特
別会計予算については、賛成多数。

議案第９号は、原案のとおり可決
議案第１５号

区画整理課長　議案第１５号　平成２５年度長久手市公園西駅周辺土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）について説明
さとう委員　　現地事務所費をすべて減額補正しているが、新たな現地事務所を設置

するまでの間、どのような施設等の活用で対応するのか。
区画整理課長　既存の公共施設で調整しているところである。
質疑及び意見を終了
討論

反対討論　なし
賛成討論　なし
議案第１５号　平成２５年度長久手市公園西駅周辺土地区画整理事
業特別会計補正予算（第２号）については、賛成多数。

議案第１５号は、原案のとおり可決
＜休憩　１１：００＞

＜再開　１１：０５＞
議案第４号

下水道課長　　議案第４号　平成２６年度長久手市公共下水道事業特別会計予算について説明
丹羽委員　　　愛知医大からの寄附金の理由は何か。
下水道課長　　平成２５年度に開始した図書館通りから愛知医大にかけての下水道工事費用のうち、補助金を除いた愛知医大の負担分の金額である。
丹羽委員　　　愛知医大の下水道工事に関し、議員が関与した事実はあるか。
下水道課長　　市が実施した事業である。
浅井委員　　　平成２５年度の補正予算で地方債が４,２００万円減額されているにもかかわらず、平成２６年度予算で新たに地方債が１,３００万円予算計上されている。整合性はあるのか。

下水道課長　　平成２５年度については、予算の執行残が発生したり、請負残が発生したため、地方債の借り入れが不要となり減額補正とした。平成２６年度予算については、様々な事業を実施していくために必要であると勘案し、地方債を予算計上した。
さとう委員　　下水道受益者分担金については、何件分を想定しているか。
下水道課長　　対象は２０件である。
浅井委員　　　下水道受益者負担金減免の適用事例はあるか。
下水道課長　　減免の適用事例はない。ただし、下水道受益者負担金及び下水道受益
者分担金は、下水道工事の一部を負担していただく主旨であるため、市
街化区域において事業にかかる費用をすべて負担した場合については、
減免を行う予定である。
さとう委員　　脱水ケーキ処分委託は、入札で業者を決めているか。また、現在請け

負っている業者はどこか。
下水道課長　　浄化センターについては、株式会社クリンアースジャパンに一者随契

で委託している。一者随契の理由としては、農地還元が可能な業者が当

該業者のみだからである。また、長久手南部浄化センターについては、

地震リスクの分散等も勘案し、クリンアースジャパンとは別の田中工業

に委託している。
質疑及び意見を終了
討論

反対討論　なし
賛成討論　なし
議案第４号　平成２６年度長久手市公共下水道事業特別会計予算に
ついては、全員が賛成。

議案第４号は、原案のとおり可決
議案第５号

下水道課長　　議案第５号　平成２６年度長久手市農村集落家庭排水施設特別会計予算について説明
質疑及び意見なし
討論

反対討論　なし
賛成討論　なし
議案第５号　平成２６年度長久手市農村集落家庭排水施設特別会計
予算については、全員が賛成。

議案第５号は、原案のとおり可決
議案第１１号

下水道課長　　議案第１１号　平成２５年度長久手市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について説明
伊藤委員　　　長久手南部浄化センターの光熱水費が大きく減額補正されているが、その理由は何か。
下水道課長　　建設段階で専門業者と見込額の検討を行ったが、実際は安く済んだため、差額の減額となった。平成２６年度については、平成２５年度の実績を基に予算計上している。
浅井委員　　　消費税及び地方消費税の減額の内訳はどのようか。
下水道課長　　長久手南部浄化センター建設の支払いに伴い、消費税及び地方消費税
の支払いが不要となったため減額補正とした。
質疑及び意見を終了
討論

反対討論　なし
賛成討論　なし
議案第１１号　平成２５年度長久手市公共下水道事業特別会計補正
予算（第１号）については、全員が賛成。

議案第１１号は、原案のとおり可決
議案第１２号

下水道課長　　議案第１２号　平成２５年度長久手市農村集落家庭排水施設特別会計補正予算（第１号）について説明
さとう委員　　前熊苑及び熊張苑の処理能力残はどの程度か。
下水道課長　　調べて後ほど報告する。
質疑及び意見を終了
討論

反対討論　なし
賛成討論　なし
議案第１２号　平成２５年度長久手市農村集落家庭排水施設特別会
計補正予算（第１号）については、全員が賛成。

議案第１２号は、原案のとおり可決
議案第３０号

下水道課長　　議案第３０号　長久手市公共下水道事業受益者分担に関する条例の制定について説明
質疑及び意見なし
討論

反対討論　なし
賛成討論　なし
議案第３０号　長久手市公共下水道事業受益者分担に関する条例の
制定については、全員が賛成。

議案第３０号は、原案のとおり可決
＜休憩　１１：４９＞
＜再開　　１：００＞

議案第８号

環境課長　　　議案第８号　平成２６年度長久手市卯塚墓園事業特別会計予算について説明
浅井委員　　　卯塚墓園除草作業委託の平成２５年度の実績はどのようか。
環境課長　　　平成２５年度は１２月に１回実施し、一般会計で対応している。
さとう委員　　墓園整備事業債３億３００万円の償還年限はどの程度か。
財政課長　　　３０年を予定している。
浅井委員　　　卯塚墓園整備工事について、工事の内容と墓園の売却予定はどのようか。

環境課長　　　平成２６年度は実施設計及び整備工事を行い、工事内容としては、墓地の区画整理及び合葬式墓地の整備を予定している。販売計画としては、市債の元金償還が平成２８年夏頃から始まるため、平成２７年度末から募集を開始する予定。
浅井委員　　　墓地の需要予測はどのように行ったのか。
環境課長　　　芝生型墓地が２,１３０区画、樹木型合葬式が１,０００体で収支計算をしている。
くらし文化部次長
　　　　　　　芝生型墓地は１区画１１３万円であり、総事業費２５億円と収支が合う計算をしている。また、メンテナンスや個人が負担する費用などからみても、通常の和型墓地に比べ、芝生型及び樹木型墓地の方が需要があると判断した。
さとう委員　　平成２３年度に実施した住民アンケートにおける市民の意向はどのようであったか。また、和型の需要は、既存の卯塚緑地公園協会の墓地で対応可能か。
環境課長　　　和型の希望が５６％で、芝生等の新しいタイプの希望が４１％であった。卯塚緑地公園協会の和型墓地は、毎年１０区画程度の返還があり、現在３００区画程度の未使用区画があるので、協会と協議しながら対応していく。

丹羽委員　　　合葬式墓地の価格は、どの程度か。
環境課長　　　１５万円を予定している。
浅井委員　　　３００区画程度の未使用区画があるとは、どういうことか。

くらし文化部次長
　　　　　　　永代使用権はあるが実際に使用されていない区画が３００あるということである。また、卯塚緑地公園協会の理事会では、当該区画の返還依頼を積極的に進めていく方針が話し合われている。
丹羽委員　　　返還交渉は可能なのか。
くらし文化部次長
　　　　　　　さまざまなケースが考えられるが、永代使用料の返還基準を明確化す

る必要がある。
浅井委員　　　卯塚緑地公園協会の和型墓地の永代使用料が区画あたり４０万～　５０万円であるのに対し、新設の芝生墓地が１１３万円では、芝生墓地に対する需要は発生するか。
環境係長　　　芝生墓地の１１３万円には墓石代が含まれる。一方の和型墓地につい

ては、永代使用料のほかに平均１２０万円程度の墓石代が発生する。

委員長　　　　芝生墓地の墓石業者は決まっているのか。

環境係長　　　一般競争入札で決定する。
質疑及び意見を終了
討論

反対討論　なし
賛成討論　
浅井委員　　　購入希望者に対して芝生墓地と和型墓地の違いを丁寧に説明するこ
とで、できるだけ市が販売する区画に購入者を誘導する努力を執行部に

お願いして、賛成とする。
反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第８号　平成２６年度長久手市卯塚墓園事業特別会計予算につ
いては、全員が賛成。

議案第８号は、原案のとおり可決
議案第１４号

環境課長　　　議案第１４号　平成２５年度長久手市卯塚墓園事業特別会計補正予算（第１号）について説明
浅井委員　　　卯塚墓園整備実施設計委託が平成２６年度に繰り延べられたが、今回の反省をどう活かしていくか。
くらし文化部次長
　　　　　　　平成２８年度には市債の償還が始まるので、実施設計と工事を早く実施し、平成２７年度中に販売の募集を開始したい。
さとう委員　　卯塚墓園整備実施設計委託が全額平成２６年度に繰り延べられた原

因は何か。また、市民アンケートで１６％しか希望がなかった芝生型墓

地を整備することとした理由は何か。
環境課長　　　墓園の基本設計を平成２５年８月から実施しているが、現在パブリッ
クコメントを行っており、パブリックコメントが終了するまで実施設計

は行えない。現時点で実施設計の着手をしていないため、平成２６年度

に繰り延べすることとなった。また、芝生型墓地の整備については、基

本設計を委託している全日本墓園協会からの助言や卯塚緑地公園協会

の理事からも意見を伺いながら検討した結果である。
質疑及び意見を終了
討論

反対討論　なし
賛成討論　なし
議案第１４号　平成２５年度長久手市卯塚墓園事業特別会計補正予
算（第１号）については、全員が賛成。

議案第１４号は、原案のとおり可決
議案第２３号

安心安全課長　議案第２３号　長久手市安心安全対策基金条例の一部を改正する条例について説明
浅井委員　　　現在の基金残高はどの程度か。また執行実績はあるか。
安心安全課長　平成２５年３月末現在で、２億６,６１１万７,１０６円である。なお、執行実績はない。
浅井委員　　　他の基金との統廃合は考えなかったか。
安心安全課長　本基金については、利用目的が明確であったため、他の基金との統廃合は考えなかった。
さとう委員　　今回の条例では、処分の項目に災害発生時の応急対策のほか防災対策や犯罪の防止も盛り込まれた。実際に応急対策以外の目的で基金を使用する目処はあるのか。
安心安全課長　長久手市における東海地震の被害想定は、建物では１００戸程度と想定されており、一戸あたり２００万円の被災者支援資金が必要との計算から２億円と算出した。

くらし文化部次長

　　　　　　　平成２６年度以降、具体的な支出に関しては想定していないが、今後の発災に備え用途を定めるものである。

浅井委員　　　当該基金から他の事業に繰り替えて使用することは可能か。
安心安全課長　当該基金の目的や今回新たに規定する処分の項に当てはまらない事業に対しては、繰り替え使用はできない。
質疑及び意見を終了
討論

反対討論　なし
賛成討論　なし
議案第２３号　長久手市安心安全対策基金条例の一部を改正する条
例については、賛成多数。

議案第２３号は、原案のとおり可決

議案第２４号

生涯学習課長　議案第２４号　長久手市社会教育委員定数に関する条例の全部を改正する条例について説明
さとう委員　　これまで公募の委員を募集していなかった理由は何か。
生涯学習課長　これまでは社会教育法で委員の資格が規定されており公募の規定はなかったが、この度、地方公共団体の条例で委員の公募が可能となったためである。
浅井委員　　　社会教育委員への諮問は、市長部局から行われるのか。それとも教育委員会から行われるのか。
生涯学習課長　社会教育法では社会教育委員は教育委員会からの諮問に対し、答申をすると規定されている。
くらし文化部次長

生涯学習課が所掌する事業自体は市長部局が行うことになるが、社会教育委員の委嘱は教育委員会が行うこととされているため、ケースバイケースで教育委員会とも協議しながら必要な手続きを行っていく。
さとう委員　　委員の定数の内訳はどのようか。
生涯学習課長　平成２６年度は１０人を予定している。内訳は、学校教育１人、社会教育３人、家庭教育２人、学識経験者２人、公募２人である。
質疑及び意見を終了

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第２４号　長久手市社会教育委員定数に関する条例の全部を改
正する条例については、全員が賛成。

議案第２４号は、原案のとおり可決
議案第２５号

生涯学習課長　議案第２５号　長久手市青少年問題協議会設置条例を廃止する条例について説明
さとう委員　　これまで何年間実施してきた協議会か。
生涯学習課長　昭和４４年からである。
質疑及び意見を終了
討論

反対討論　なし
賛成討論　なし
議案第２５号　長久手市青少年問題協議会設置条例を廃止する条例
については、全員が賛成。

議案第２５号は、原案のとおり可決

請願第３号
加藤（武）議員　　　
請願第３号　安定的な雇用と公正な処遇を求める請願について説明
伊藤委員　　　請願趣旨に書かれているホワイトカラー・イグゼンプションとは何か。
加藤（武）議員
　　　　　　　事務に従事する社員が長時間労働した場合に、残業代が支払われない

制度のことである。

さとう委員　　請願趣旨に「ＩＬＯの三者構成原則に基づき」とあるが、どのような

状態になることが好ましいと考えるか。
加藤（武）議員

　　　　　　　労働政策は政府・労働者・使用者の三者で協議して決定されるべきと

いうことである。
さとう委員　　請願者の団体は、ほかにどのような取り組みを行っているか。

加藤（武）議員

　　　　　　　請願者は愛知県の労働組合の代表者である。他の取り組みとしては、

賃上げ等に関して企業と交渉を行う等である。
質疑及び意見を終了
討論

反対討論　なし
賛成討論　なし

請願第３号　安定的な雇用と公正な処遇を求める請願については、賛
成少数。

請願第３号は、不採択
委員長　　　　次に、閉会中の継続調査について諮る。
　　　　　　　継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査す
ることを委員長が提案する。
　　　　　　　異議なしのため継続調査とし、継続調査申出事件一覧表を委員長から
議長に申し出ることで全委員了承する。
　　　　　　　委員長報告は委員長と副委員長への一任を確認
　　　　　　
委員長　　　　閉会宣言
　午後２時２１分　終了
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２６年３月１７日

くらし建設委員会委員長　　田崎あきひさ
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